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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
ソ
連
に
お
け
る
地
理
学
史
に
つ
い
て
、
戦
後
ス
タ
ー

リ
ン
期
を
中
心
に
検
討
す
る
。こ
こ
で
い
う
「
ソ
連
地
理
学
」
と
は
、

あ
く
ま
で
ソ
連
の
中
央
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
つ

ま
り
、ソ
連
帝
国
の
「
中
核
」）
の
地
理
学
界
で
の
議
論
を
対
象
と
し
、

民
族
共
和
国
を
中
心
と
す
る
ソ
連
の
地
方
（
つ
ま
り
、
ソ
連
帝
国
の

「
周
縁
」）
に
お
け
る
地
理
学
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

多
民
族
帝
国
た
る
ソ
連
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
民
族
領
域
構
造
を
有

し
、
そ
れ
は
一
九
二
四
年
に
開
始
さ
れ
た
民
族
・
共
和
国
境
界
画

定
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
作
業
は
一
九
三
〇
年
代
に
基

本
的
に
完
了
し
た
。
多
く
の
民
族
に
自
治
領
域
を
付
与
し
た
こ
と

が
ソ
連
帝
国
の
特
殊
性
で
あ
り
、「
連
邦
中
央
＝
民
族
領
域
」
と
い

う
独
特
な
「
中
核
＝
周
縁
」
構
造
が
構
築
さ
れ
た＊

１

。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
、
い
か
に
し
て
帝
国
周
縁
の
「
民
族
」
及
び
「
領
域
」
を

区
切
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
初
期
ソ
連
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
の
解
決
の
担
い
手
と
し
て
民
族

学
（этнограф

ия

）
が
国
家
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
、
民
族
及
び
民

族
領
域
の
分
類
・
区
画
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
提
供
し
た
。

現
に
、
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
時
に
は
上
は
連
邦
構
成
共
和
国
か

ら
下
は
村
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
レ
ベ
ル
に
ま
で
民
族
の
領
域
的
自
治
原
則

多
民
族
領
域
帝
国
ソ
連
に
お
け
る

地
理
学
と
空
間
・
地
域
認
識
―
―
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
を
中
心
に

地
田
徹
朗
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地
理
学
界
で
さ
ら
な
る
論
争
を
呼
ん
だ
が
、
ソ
連
地
理
学
者
た
ち
は

冷
静
に
対
応
し
、
最
終
的
に
は
景
観
地
理
学
も
地
球
物
理
学
的
地
理

学
も
救
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
自
然
改
造
計
画
は
、
人

間
の
経
済
活
動
と
自
然
環
境
と
の
関
係
性
に
関
す
る
議
論
も
活
発
化

さ
せ
、
論
争
は
経
済
地
理
学
の
在
り
方
（
経
済
地
理
学
と
自
然
地
理

学
は
単
一
の
も
の
か
否
か
）
に
ま
で
及
ん
だ
。

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
地
理
学
論
争
は
、
他
の
学
問
分
野
で
の
論

争
と
同
様
、
多
分
に
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー

が
用
い
ら
れ
、
学
説
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
正
統
性
も
論
争
の
ひ
と
つ

の
焦
点
と
な
っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ジ
ェ
ブ
ニ
コ

フ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
学
知
の
な

か
で
多
大
な
る
影
響
力
を
振
る
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
と
い
え
ど

も
、「（
遺
伝
学
の
よ
う
に
）
と
き
と
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
議
論

や
告
発
が
甚
だ
し
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の

ケ
ー
ス
で
は
、
議
論
は
お
お
む
ね
学
術
的
な
も
の
で
、
政
治
的
な
レ

ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
た
の
は
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
す
ぎ
な
か
っ

た
」（K

ojevnikov 2004: 190

）。
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
地
理
学

論
争
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
み
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

そ
こ
に
は
地
理
学
と
い
う
学
問
体
系
内
部
で
自
律
的
に
展
開
さ
れ
た

学
術
論
争
の
側
面
も
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
以
下
に
述
べ

る
「
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
」
や
「
単
一
地
理
学
論
争
」
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
お
け
る
地
理
学
論
争

は
、
ま
さ
に
地
理
学
が
ひ
と
つ
の
学
問
体
系
と
し
て
ど
の
よ
う
に
な

る
べ
き
か
と
い
う
側
面
を
多
分
に
含
ん
で
い
た
（
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン

期
ソ
連
地
理
学
に
関
す
る
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
、
小
野
（1983

）

及
びShaw

 &
 O

ldenfield

（2008

）
を
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
自
律

的
な
学
知
内
部
の
論
争
が
い
か
に
自
然
改
造
計
画
を
含
む
国
策
に
影

響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
帝
国
中
核
の
権
力
に
よ
っ
て
絡
め

と
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
着
目
し
た
い
。

Ⅰ 

ソ
連
地
理
学
に
お
け
る
人
文
的
要
素
の
排
除

戦
前
か
ら
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
か
け
て
の
ソ
連
地
理
学
の
特
徴

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
要
素
は
、
地
理
学
か
ら
の
人
文
的
要

素
の
排
除
で
あ
っ
た
。一
九
二
九
年
よ
り
、よ
り
伝
統
的
な
「
部
門
・

統
計
的
地
理
学
（отраслево-статистическая географ

ия

）」

の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
後
に
「
レ
ヴ
ァ
キ
ー
（леваки　

左
翼
偏
向

主
義
、
極
左
主
義
の
意
）」
と
呼
ば
れ
る
経
済
地
理
学
の
学
派
の
活

動
が
活
発
化
し
た
。
こ
の
学
派
は
、
経
済
地
理
学
か
ら
人
文
的
要
素

を
排
除
し
、
経
済
活
動
に
お
け
る
自
然
環
境
の
役
割
を
除
外
し
、
経

済
地
理
学
と
自
然
地
理
学
の
統
一
を
否
定
し
、
経
済
地
理
学
は
「
経

済
科
学
」
た
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。「
レ
ヴ
ァ
キ
ー
」
が
批
判
を

浴
び
せ
た
の
は
、
著
名
な
経
済
地
理
学
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
バ

ラ
ン
ス
キ
ー
が
率
い
る
経
済
地
理
学
の
「
地
域
学
派
（районная 

ш
кола

）」
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
派
は
「
生
産
力
の
領
域
的
結
合
法

が
貫
徹
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
後
進
的
」
と
さ
れ
た
諸
民
族
に
は
要

員
育
成
と
文
化
建
設
の
面
か
ら
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
」
的
な
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
今
日
で
は
共
通
見
解
に
な
り
つ

つ
あ
る
（M

artin 2001

）。

こ
れ
に
対
し
、
地
理
学
は
、
ロ
シ
ア
自
然
生
産
力
検
討
委
員
会

（К
ЕП

С

）
や
そ
の
後
継
組
織
で
あ
る
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
生

産
力
検
討
会
議
（С

О
П

С
 А

Н
 С

С
С

Р

）
と
い
っ
た
機
関
を
通
じ
て
、

周
縁
地
域
に
眠
る
余
剰
資
源
・
耕
作
可
能
地
の
調
査
・
開
発
、
ソ
連

全
土
の
経
済
地
域
の
区
画
事
業
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
初
期
に
お
い
て
、
民
族
学
が
人
間
集
団
の

分
類
を
通
じ
て
帝
国
周
縁
「
知
」
を
獲
得
す
る
学
だ
っ
た
と
す
る
な

ら
ば
、地
理
学
は
空
間
の
分
類
を
通
じ
た
周
縁
「
知
」
の
獲
得
に
よ
っ

て
、
帝
国
の
中
核
が
周
縁
地
域
へ
と
経
済
的
に

0

0

0

0

浸
潤
し
て
い
く
ひ
と

つ
の
手
段
を
提
供
す
る
学
だ
っ
た
と
い
え
る＊

２

。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
下
、
帝
国
中
核
に
よ
る

周
縁
へ
の
経
済
的
浸
潤
を
行
う
上
で
の
理
論
的
基
礎
と
な
る
、
ソ
連

地
理
学
に
お
け
る
「
空
間
」
や
「
地
域
」
認
識
の
変
遷
に
つ
い
て
、

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
地
理
学
方
法
論
に
関
す
る
論
争
を
中
心
に
据

え
て
検
討
す
る
。
は
じ
め
に
、
ソ
連
地
理
学
に
お
け
る
民
族
・
階

級
・
文
化
と
い
っ
た
人
文
的
要
素
の
排
除
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
ソ
連
地
理
学
で
ひ
と
つ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
人
間
と
環

境
の
関
係
に
お
け
る
「
人
間
」
が
、
人
文
的
差
異
を
欠
い
た
き
わ
め

て
画
一
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
著
名
な
二

人
の
地
理
学
者
ベ
ル
グ
と
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
間
で
の
地
理
学
方
法
論

に
関
す
る
論
争
（
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
）
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
戦
前
よ
り
、
ソ
連
地
理
学
に
は
、
ベ
ル
グ
を
中
心
と
す
る

地
域
や
景
観
の
地
誌
を
記
述
し
、
そ
れ
を
分
類
・
区
画
す
る
「
景
観

地
理
学
（ландш

аф
товедение

）」、
そ
し
て
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
を

中
心
と
す
る
地
球
の
地
理
的
外
殻
（географ

ическая оболочка 

Зем
ли

）（
大
気
圏
、
水
圏
、
生
物
圏
な
ど
）
に
お
け
る
自
然
地
理
的

プ
ロ
セ
ス
の
解
明
を
目
指
す
「
地
球
物
理
学
（геоф

изика

）」
に

接
近
す
る
地
理
学
（
こ
の
学
派
は
一
部
の
地
理
学
者
か
ら
「
プ
ロ
セ

ス
地
理
学
（процессоведение

）」
と
揶
揄
さ
れ
た
（С

м
ирнов 

1950: 92

））、
そ
し
て
「
経
済
地
理
学
（эконом

ическая 

географ
ия

）」
の
三
つ
の
潮
流
が
存
在
し
た
（
た
だ
し
、
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
、
経
済
地
理
学
に
つ
い
て
も
内
部
に
複
数
の
学
派
が
存
在

し
た
）。
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
は
前
者
二
つ
の
学
派
の
間

で
の
論
争
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
三
つ
の
節
で
は
、
一
九
四
八
年
に

ス
タ
ー
リ
ン
の
号
令
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
「
自
然
改
造
計
画
」
の
地

理
学
論
争
へ
の
影
響
と
そ
の
行
く
末
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
当
時
、

自
然
改
造
へ
の
学
知
の
応
用
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
応
用
性

が
乏
し
い
従
来
の
地
理
学
理
論
に
対
す
る
批
判
が
ソ
連
地
理
学
界
内

部
に
巻
き
起
こ
っ
た
。
な
か
で
も
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
と
い
う
地
理
学
者

は
自
然
改
造
計
画
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
る
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
や
ル
イ
セ

ン
コ
の
理
論
を
称
賛
し
つ
つ
、
ベ
ル
グ
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
双
方
を
糾

弾
す
る
議
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
議
論
は
ソ
連
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部
で
は
地
理
的
環
境
と
人
間
活
動
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
と
の
理
論

を
前
提
と
す
る
、
レ
フ
・
ベ
ル
グ
を
中
心
と
し
た
「
景
観
地
理
学
」

が
ソ
連
地
理
学
界
で
は
一
大
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
。
ベ
ル
グ
は
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
一
九
四
〇
年
よ
り
全
ソ
地
理

学
協
会
を
率
い
て
い
た
。
こ
の
学
派
は
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
で
あ
る

ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
は
カ
ン
ト
の
自
然
地
理
学
理
解
の
影
響
を

受
け
、
時
間
を
扱
う
歴
史
学
と
空
間
を
扱
う
地
理
学
を
截
然
と
区
別

し
、「
地
理
学
は
時
間
に
応
じ
た
変
化
や
経
過
そ
の
も
の
を
追
究
す

る
の
で
は
な
く
、（
中
略
）
事
実
を
通
じ
て
、
あ
る
限
ら
れ
た
期
間

内
の
平
均
を
求
め
、
時
間
的
発
達
は
与
え
ら
れ
た
時
間
に
お
け
る

状
態
を
説
明
す
る
た
め
に
の
み
関
係
が
あ
る
」（
ヘ
ッ
ト
ナ
ー 2001: 

209

）
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
は
地
理
学
を
地
球
に

関
す
る
一
般
科
学
で
は
な
く
、「
地
球
物
理
学
は
地
理
学
の
核
心
で

も
な
け
れ
ば
地
理
学
の
一
部
分
で
も
な
く
、独
立
し
て
い
る
」
と
し
、

最
終
的
に
「
地
表
の
地
域
科
学
と
し
て
の
地
理
学
」
を
提
示
し
た

（
ヘ
ッ
ト
ナ
ー 2001: 194-195

）。
ベ
ル
グ
は
景
観
を
「
と
く
に
、
地

形
、
気
候
、
水
、
土
壌
及
び
植
生
に
よ
る
被
覆
、
そ
れ
と
同
様
に
あ

る
程
度
ま
で
は
人
間
活
動
ま
で
も
が
不
可
分
で
調
和
の
と
れ
た
全
体

へ
と
合
一
化
す
る
物
体
と
現
象
の
総
体
」
と
定
義
し
、
そ
れ
は
「
地

球
の
あ
る
一
地
域
の
空
間
で
反
復
さ
れ
る
」（Богyчарсков 2006: 

401

）
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
西
川
（1961

）
が
論
じ
て
い
る
よ
う

に
、「
地
理
学
が
対
象
と
す
る
地
表
空
間
は
、
諸
事
物
が
並
存
し
、

相
互
に
作
用
す
る
動
的
な
実
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
発
生
的
考
察
、
場
合
に
よ
っ
て
は
短
期
間
の
、
あ
る
い
は
長
期

間
の
周
期
的
、
非
周
期
的
変
動
、
そ
し
て
ま
た
発
展
の
過
程
、
前
進

的
変
化
を
追
跡
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
は
明
言
し
て

い
る
」（
西
川 1961: 19

）。
つ
ま
り
、
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
は
決
し
て
地
理

学
に
お
け
る
「
時
間
」
の
問
題
を
無
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ベ
ル
グ
は
、「
個
々
の
景
観
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
い
か
に
発
生
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

い
か
に
そ
れ
が
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
知
っ
た
と
き
の
み
で
あ
る
」

（Богyчарсков 2006: 401

）
と
論
じ
、地
理
学
に
お
け
る
「
時
間
」

の
問
題
に
つ
い
て
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展

開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
や
は
り
ベ
ル
グ
が
「
景
域
」

を
実
際
に
記
述
す
る
際
の
対
象
空
間
は
共
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た

（Berg 1950

）。

こ
れ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
た
の
は
、
一
九
三
一
年
に
ソ
連
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
研
究
所
の
初
代
所
長
に
就
任
し
た
ア
ン
ド
レ

イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
を
中
心
と
す
る
一
派
だ
っ
た
。
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ

は
、
ベ
ル
グ
の
地
理
的
環
境
の
記
述
と
そ
の
分
類
、
分
類
さ
れ
た
各

景
観
内
部
で
の
調
和
を
前
提
と
し
た
地
理
学
を
否
定
し
、
地
球
物
理

学
に
接
近
す
る
計
量
的
手
法
を
用
い
た
地
表
面
の
地
理
的
外
殻
に
お

け
る
各
圏
の
プ
ロ
セ
ス
全
般
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
解
明
を
目
指

し
、
地
理
的
環
境
の
「
発
展
プ
ロ
セ
ス
」
を
明
示
す
る
こ
と
を
自
ら

の
課
題
と
し
た
。
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
本
人
は
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
自
身
の
弟
子

則
の
研
究
」（С

ауш
кин 1980: 147

）
を
旨
と
し
、環
境
フ
ァ
ク
タ
ー

の
経
済
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、
そ
の
結
果
生
じ

る
経
済
地
域
・
地
誌
の
解
明
を
目
指
し
た
。
中
村
泰
三
に
よ
れ
ば
、

「
レ
ヴ
ァ
キ
ー
」
の
活
動
は
一
九
三
四
年
に
終
止
符
を
打
た
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
（
中
村 1982: 260

）、
地
理
学
か
ら
の
人
文
的
要
素
の

排
除
傾
向
は
「
レ
ヴ
ァ
キ
ー
」
の
間
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
バ

ラ
ン
ス
キ
ー
は
、
一
九
四
六
年
に
経
済
地
理
学
と
自
然
地
理
学
の
完

全
な
遊
離
状
態
を
憂
い
、
さ
ら
に
、
両
地
理
学
か
ら
地
形
・
水
文
や

農
工
業
の
生
産
配
置
な
ど
の
詳
細
は
わ
か
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

で
は
「
そ
の
自
然
条
件
の
な
か
に
住
み
、
経
済
を
創
り
出
し
て
い
る

人
間
の
特
徴
（особенности народа
）
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
」

（Баранский 1946: 12

）
と
人
文
的
要
素
不
在
の
ソ
連
地
理
学
を

批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
キ
ー
自
身
が
認
め
た
ソ
連
の

経
済
地
理
に
関
す
る
教
科
書
に
は
、
ソ
連
の
各
民
族
共
和
国
（
及
び

ロ
シ
ア
の
諸
地
方
）
の
経
済
地
誌
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
こ
の

「
人
間
の
特
徴
」
が
経
済
活
動
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
の

記
述
は
な
い
（
バ
ラ
ン
ス
キ
ー 1953

）。
む
し
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
キ
ー

の
議
論
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
い
ま
だ
に
階
級
差
や
民
族
の
実

質
的
な
差
異
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
資
本
主
義
国

に
関
す
る
地
理
・
地
誌
研
究
に
対
し
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
一
九
三
〇
年
代
（
及
び
そ
れ
以
降
）
の
ソ
連
地
理
学
に

お
け
る
「
人
間
」
と
は
、
民
族
的
・
文
化
的
差
異
を
捨
象
し
た
画
一

的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
一
国
社
会
主
義
体
制
の
完
成
に
よ
り

階
級
闘
争
が
終
焉
し
、
ソ
連
市
民
の
間
で
階
級
格
差
が
公
式
に
解
消

さ
れ
た
こ
と
で
、
階
級
的
差
異
も
捨
象
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ス
タ
ー

リ
ン
に
よ
る
「
形
式
に
お
い
て
民
族
的
、
内
容
に
お
い
て
社
会
主
義

的
」
と
い
う
有
名
な
民
族
文
化
に
関
す
る
定
式
化
に
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
人
間
の
何
ら
か
の
差

異
が
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
議
論
は
公
に
否
定
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
地
理
学
理
論
の
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
の
一
人
で
あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
＝
オ
ム
ス
キ
ー
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、「
社
会
主
義
的
所
有
は
、
全
社
会
の
人
員
を
ひ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
の
集
団
に
統
一
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
に
対
す
る
ま
っ
た
く

新
し
い
強
力
な
作
用
力
を
作
り
出
す
」（И

ванов-О
м

ский 1950: 
148

）（
傍
点
地
田
）。
こ
の
よ
う
な
画
一
的
な
人
間
像
が
、
以
下
で

論
じ
る
よ
う
な
民
族
領
域
を
跨
ぐ
広
大
な
領
域
で
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
自
然
改
造
計
画
の
前
提
で
あ
っ
た＊

３

。

Ⅱ 

「
景
観
」
か「
地
理
的
プ
ロ
セ
ス
」
か

―
―
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争

自
然
地
理
学
の
分
野
で
は
、
コ
コ
ロ
ギ
ー
（
分
類
学
）
的
手

法
に
基
づ
い
て
地
表
面
を
「
景
観
（ландш

аф
т

）」
や
「
景
域

（ландш
аф

тны
й зон

）」
に
分
類
し
、
各
景
観
内
部
で
の
地
理
的

環
境
の
記
述
（описание

）
を
地
理
学
の
役
目
と
し
、
各
景
観
内
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な
変
化
と
、
自
然
が
生
み
出
し
た
諸
物
体
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
そ

れ
ら
の
潜
在
的
な
予
備
の
（
技
術
を
媒
介
と
す
る
）
も
っ
と
も
深

遠
な
変
化
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
諸
物
質
及
び
諸
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
と
い
う
点
と
に
表
さ
れ
る
」（Григорьев 1932: 50-

51

）。

こ
の
よ
う
に
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
「（
自
然
）
地
理
的
外
殻
」
と

い
う
概
念
を
用
い
つ
つ
、
そ
の
発
展
過
程
の
な
か
に
人
間
の
発
展
段

階
を
組
み
入
れ
、
人
間
の
生
産
活
動
の
発
展
段
階
に
応
じ
、
自
然

界
の
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
よ
り
深
く
人
間
活
動
に
導
引
さ
れ
る

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、「
自
然
地
文
帯
（ф

изико-

географ
ическая зона

）」
な
る
地
理
的
環
境
の
境
界
区
分
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ベ
ル
グ
の
よ
う
な
、
地
球
全
体
の
プ
ロ

セ
ス
か
ら
遊
離
し
て
、
た
だ
内
部
で
調
和
の
と
れ
て
い
る
「
景
観
」

や
「
景
域
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
地
球
シ
ス
テ
ム
全
体
を
想
定
し

つ
つ
そ
の
内
部
で
量
的
・
質
的
指
標
の
表
れ
方
に
差
が
出
た
地
域
を

想
定
し
て
い
る
（Григорьев 1932: 57

）。

ボ
グ
チ
ャ
ル
ス
コ
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
リ
ゴ
リ
エ

フ
に
よ
る
ベ
ル
グ
批
判
の
主
要
な
点
は
、
コ
コ
ロ
ギ
ー
的
手
法
を

用
い
る
こ
と
で
地
理
学
の
対
象
が
個
別
の
領
域
の
考
究
に
留
ま
っ

て
し
ま
い
、
地
表
面
を
総
合
的
・
全
体
的
に
考
察
す
る
視
点
を
欠

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（Богyчарсков 2006: 422

）。

す
で
に
、
一
九
三
七
年
に
は
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
「
自
然
地
理

的
外
殻
の
統
一
性
（целостность

）、
そ
の
内
部
構
造
の
調
和

（единство

）、
そ
の
内
部
で
進
展
す
る
複
雑
な
複
合
的
プ
ロ
セ
ス

の
調
和
」（Григорьев 1937: 67

）
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
後

に
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
、
こ
の
論
点
を
、
太
陽
熱
の
放
射
収
支
や
水
分

収
支
（
降
雨
・
蒸
発
）
が
地
表
面
の
在
り
方
を
決
す
る
と
の
「
単
一

の
自
然
地
理
的
プ
ロ
セ
ス
（едины

й ф
изико-географ

ический 

процесс

）」
理
論
に
収
斂
さ
せ
、
一
九
四
六
年
に
は
、
こ
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
で
人
間
社
会
の
発
展
を
原
動
力
と
す
る
「
社
会
地
理
的
プ
ロ

セ
ス
」
が
地
表
面
に
お
け
る
文
化
景
観
の
在
り
方
を
決
す
る
と
の
主

張
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
（Shaw

 &
 O

ldenfield 2008: 1413

）。

最
終
的
に
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
る

の
が
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
自
身

が
推
進
し
た
「
自
然
改
造
計
画
」
へ
の
地
理
学
者
の
参
画
と
関
連
し

て
い
る
。

Ⅲ 

「
自
然
改
造
計
画
」
と

　

 

ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
の
行
方

一
九
四
六
年
二
月
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
選
挙
前
集
会
に
お
け
る
ス

タ
ー
リ
ン
演
説
に
お
い
て
、
科
学
重
視
の
方
針
が
言
及
さ
れ
、
そ
れ

が
物
理
学
界
を
中
心
に
ソ
連
科
学
界
に
熱
狂
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
一
〇
月
二
〇
日
付
で
、
全
ソ

で
あ
っ
た
が
、
彼
の
研
究
手
法
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
べ
く
こ
の
よ

う
な
結
論
に
辿
り
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
発
展
」
と
い
う
概
念
を

前
面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、地
理
学
に
お
け
る
「
時
間
」
と
「
空
間
」

の
関
係
問
題
を
首
尾
よ
く
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
と
も
言
え
る
。
グ

リ
ゴ
リ
エ
フ
ら
に
よ
る
ベ
ル
グ
批
判
の
起
源
は
古
く
、
一
九
三
〇
年

代
初
頭
に
遡
る
。
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
地
理
学
・
経
済
地

理
学
の
方
法
論
的
戦
線
に
お
い
て
』
と
い
う
論
文
集
で
、
ヴ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
ヴ
ォ
リ
ペ
と
い
う
経
済
地
理
学
者
は
ベ
ル
グ
を
批
判
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ベ
ル
グ
に
と
っ
て
地
理
学
と
は
景
観
に
関
す
る
学
で
あ
る
。

景
観
と
は
、
自
然
的
諸
徴
表
の
総
和
を
も
っ
て
区
画
さ
れ
た
一

定
の
地
域
的
単
位
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
に
と
っ
て
も
ヘ
ッ
ト
ナ
ー

に
と
っ
て
も
特
徴
的
な
の
は
俗
流
経
験
論
、
す
な
わ
ち
諸
事
象

や
微
細
な
些
事
の
記
述
で
あ
り
、
意
義
の
少
な
い
諸
要
素
を
そ

れ
ら
の
相
互
的
関
連
か
ら
離
れ
て
、
か
つ
、
根
本
的
で
、
主
要

な
、
指
導
的
原
則
を
解
明
す
る
こ
と
な
し
に
累
積
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ベ
ル
グ
は
普
遍
化
の
試
み
を
行
っ
て
は
い

る
。
だ
が
、
彼
に
と
っ
て
景
観
（ландш

аф
т

）
と
は
、
景
域

（ландш
аф

тны
е зоны

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
単
位
で
あ
り
、
つ

ま
り
、
そ
れ
以
上
に
幅
広
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘

す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ル
グ
に
お
い
て
も
、

根
本
的
な
も
の
を
把
握
し
え
ず
、
景
観
の
発
展
を
あ
ら
ゆ
る
弁

証
法
的
本
質
に
お
い
て
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（Вольпе 

1932: 37-38

）。

こ
れ
は
、
景
域
相
互
の
関
連
性
や
景
観
の
発
展
に
関
す
る
考
察
を

欠
く
、
記
述
的
手
法
に
よ
る
景
観
地
理
学
の
否
定
で
あ
っ
た
。
同
書

に
は
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
も
論
文
を
掲
載
し
、
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
地
理
学
を
ひ

と
し
き
り
批
判
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
自
ら
の
立
場
を
表
明
し
て
い

る
。

「
古
地
理
学
は
、
古
生
物
学
及
び
地
質
学
と
相
俟
っ
て
、

地
球
の
自
然
地
理
的
外
殻
（ф

изико-географ
ическая 

оболочка

）
の
弁
証
法
的
発
展
の
壮
大
な
る
光
景
を
我
々
の
前

に
広
げ
て
く
れ
る
。
し
か
し
て
こ
の
発
展
過
程
に
お
い
て
外
殻
は

ま
す
ま
す
新
し
い
質
を
獲
得
し
、
同
時
に
、
大
気
上
層
部
及
び
地

球
深
奥
部
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
ま
す
ま
す
増
大
し
た
。
こ
の
地

球
の
自
然
地
理
的
外
殻
の
発
展
過
程
は
、
加
え
て
、
有
機
界
の
構

造
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
か
く
し

て
、
こ
の
発
展
過
程
は
つ
い
に
は
人
間
と
人
間
社
会
の
萌
芽
を
生

み
出
し
た
。
人
間
社
会
は
弁
証
法
的
に
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、

つ
い
に
は
地
球
の
自
然
地
理
的
外
殻
の
そ
の
後
の
弁
証
法
的
発
展

の
第
一
義
的
要
因
へ
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
因
の
役
割

は
、
生
産
力
の
成
長
、
す
な
わ
ち
社
会
経
済
的
諸
関
係
の
発
展
と

と
も
に
増
大
か
つ
複
雑
化
し
、
そ
し
て
自
然
地
理
的
過
程
の
深
遠
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ま
ず
、「
自
然
」
と
「
人
間
」
の
関
係
、
地
理
学
に
お
け
る
「
時

間
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
時
主
流
だ
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
き
た
い
。
地
理
的
環
境
に
よ
る
人
間
活
動
へ
の
影
響
を
完
全

に
否
定
す
る
「
レ
ヴ
ァ
キ
ー
」
と
共
に
、
地
理
的
環
境
が
人
間
活
動

に
一
方
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
地
理
的
決
定
論
」
あ
る
い
は
「
ゲ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
」
と
い
わ
れ
る
立
場
は
、
史
的
唯
物
論
の
立
場
か
ら

は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
（К

алесник 1950: 11-12

）。

そ
し
て
、「
社
会
と
地
理
的
環
境
と
の
複
雑
な
弁
証
法
的
過
程
」
が

存
在
し
、
生
産
手
段
の
発
展
と
と
も
に
人
間
に
よ
る
自
然
に
対
す
る

支
配
力
の
質
が
変
化
し
、
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
の
み
「
社
会
全

体
の
利
益
の
た
め
に
」
地
理
的
環
境
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
た
（И

ванов-О
м

ский 1950: 10-11

）。
た
だ
し
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
こ
こ
で
い
う
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
自
然
改
造
の
担

い
手
と
し
て
の
「
人
間
」
は
民
族
・
文
化
・
風
土
と
い
っ
た
人
文
的

な
差
異
を
前
提
と
し
て
い
な
い＊

４

。

以
上
の
よ
う
な
史
的
唯
物
論
か
ら
の
議
論
を
見
る
と
、
前
述
の
ベ

ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
は
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
軍
配
が
上
が
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
史
的
唯
物
論
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
タ
ー

ミ
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
地
理
学
理
論
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
点
で

は
、
ベ
ル
グ
と
比
較
す
る
と
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
積
極
性
は
際
立
っ
て

い
た＊

５

。
し
か
し
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
軍
配
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
当
時
の
科
学
界
全
般
に
求
め
ら
れ
て
い
た
「
実
践
へ
の

応
用
性
」
の
問
題
だ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
主
要
ト
ル

ク
メ
ン
運
河
建
設
計
画
で
は
、
地
理
学
者
に
よ
る
砂
漠
景
観
の
自
然

地
誌
の
詳
細
な
「
記
述
」
が
、
自
然
改
造
の
前
提
と
し
て
求
め
ら
れ

て
お
り
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
が
追
求
し
た
地
球
物
理
学
的
な
研
究
手
法

は
理
解
さ
れ
づ
ら
い
状
況
だ
っ
た
。
シ
ャ
ウ
と
オ
ル
デ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
時
期
、
ベ
ル
グ
は
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ

の
挑
発
を
正
面
か
ら
受
け
て
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
（Shaw

 &
 

O
ldenfield 2008: 1406

）、
一
九
四
九
年
に
自
著
『
ソ
連
邦
の
地
文

帯
』
の
序
文
を
し
た
た
め
（
出
版
は
ベ
ル
グ
死
後
の
一
九
五
二
年
）、

一
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
土
壌
学
者
で
あ
る
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ド
ク
チ
ャ

エ
フ
の
理
論
を
引
用
し
、「
農
業
は
厳
に
地
文
帯
の
別
に
行
わ
れ
る

べ
き
で
、
各
地
文
帯
で
は
地
文
帯
ご
と
の
農
法
が
採
用
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
」（Берг 1952: 8

）
と
述
べ
、
自
ら
の
コ
コ
ロ
ギ
ー
的
地
理

学
理
論
が
農
業
地
理
の
画
定
に
応
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
明
示
し
て
い

る
。
そ
の
直
後
に
、
牧
草
輪
作
方
式
や
自
然
改
造
計
画
決
議
に
つ
い

て
言
及
し
、「
か
く
し
て
、ド
ク
チ
ャ
エ
フ
の
素
晴
ら
し
き
ア
イ
デ
ィ

ア
が
実
践
さ
れ
つ
つ
あ
る
」（Берг 1952: 9

）
と
称
賛
し
た
。

「
生
活
及
び
社
会
主
義
的
実
践
か
ら
の
遊
離
」
を
理
由
と
す
る
グ

リ
ゴ
リ
エ
フ
批
判
は
、
一
九
五
〇
年
三
月
、
共
産
党
発
行
の
『
文
化

と
生
活
』
紙
に
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
を
批
判
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
で
皮
切
ら
れ
た
（M

apкoв 1950: 454

）。
そ
し
て
、
ソ
連
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
幹
部
会
は
一
九
五
〇
年
六
月
に
「
社
会
主
義
建
設
実
践
か

ら
の
研
究
の
遊
離
」
を
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
が
所

長
を
務
め
る
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
研
究
所
を
批
判
す
る
決
議
を

共
産
党
（
ボ
）
中
央
委
員
会
・
ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
「
ソ
連
邦
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
部
の
ス
テ
ッ
プ
及
び
森
林
ス
テ
ッ
プ
地
域
に
お
け
る
、
大
量

で
安
定
的
な
収
穫
を
確
保
す
る
た
め
の
防
護
林
と
牧
草
輪
作
シ
ス
テ

ム
の
導
入
及
び
溜
池
・
貯
水
池
建
設
の
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
」
が

出
さ
れ
、
戦
後
復
興
と
共
産
主
義
建
設
と
を
関
連
さ
せ
た
大
規
模

な
「
自
然
改
造
」
が
ソ
連
の
国
策
と
な
っ
た
。
こ
の
決
議
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
部
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
対
象
と
さ
れ
た
の
は

ウ
ラ
ル
山
脈
以
西
、
お
お
む
ね
カ
ザ
ン
や
リ
ャ
ザ
ン
以
南
の
ロ
シ
ア

及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
を
含
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
か

ら
一
九
六
五
年
ま
で
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
・
ソ
フ
ホ
ー
ズ
圃
場
の
保
護
植

林
を
大
々
的
に
行
い
、
さ
ら
に
、
ウ
ラ
ル
川
沿
い
か
ら
西
に
縦
に
四

本
、
河
川
沿
い
に
四
本
の
防
護
林
帯
を
形
成
。
さ
ら
に
、
内
陸
部
を

中
心
に
数
多
の
溜
池
・
貯
水
池
を
造
成
し
、
農
場
で
は
本
来
の
播
種

作
物
栽
培
に
牧
草
栽
培
と
休
耕
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
牧
草
輪
作
方

式
」
を
導
入
す
る
よ
う
促
し
た
（О

 плане 1951

）。
植
林
及
び
溜

池
へ
の
貯
水
は
、
土
壌
学
者
の
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ド
ク
チ
ャ
エ
フ
と

パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
コ
ス
ト
ゥ
イ
チ
ェ
フ
の
理
論
、
牧
草
輪
作
方
式
は

ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
の
理
論
の
実
践
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
遺
伝
子
の
存
在
を
否
定
し
、
植
物
を
環
境
馴
化
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
異
な
る
地
理
的
環
境
下
へ
の
移
植
が
可
能
だ
と
の
説
を
唱
え
た

農
学
者
の
ト
ロ
フ
ィ
ム
・
ル
イ
セ
ン
コ
が
自
然
改
造
計
画
の
イ
デ
オ

ロ
ー
グ
と
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
に
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
＝
ド
ン
運
河
、
ク
イ
ブ
ィ
シ
ェ
フ

水
力
発
電
所
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
水
力
発
電
所
建
設
を
中
心
と

す
る
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
水
資
源
開
発
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
運
河
や
カ
ホ
フ

カ
水
力
発
電
所
建
設
な
ど
に
よ
る
ド
ニ
エ
プ
ル
川
の
水
資
源
開
発
、

さ
ら
に
は
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ
ン
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
へ
と
注

ぐ
主
要
ト
ル
ク
メ
ン
運
河
（Главны

й Туркм
енский канал

）
建

設
に
よ
る
ア
ム
ダ
リ
ア
川
下
流
域
開
発
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

水
利
施
設
建
設
は
、
自
然
改
造
計
画
と
結
び
つ
け
る
形
で
「
偉
大
な

る
共
産
主
義
の
建
設
事
業
（Великие стройки ком

м
унизм

а

）」

と
称
さ
れ
た
。
と
く
に
、
主
要
ト
ル
ク
メ
ン
運
河
建
設
計
画
で
は
砂

漠
の
改
造
が
謳
わ
れ
、
そ
の
対
象
地
域
は
地
理
学
的
に
も
未
解
明
の

部
分
が
多
々
存
在
し
た
た
め
、
大
々
的
に
地
理
学
者
が
予
備
調
査
に

動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
地
田 2009

）。

自
然
改
造
計
画
で
は
、
ソ
連
周
縁
部
の
自
然
改
造
に
よ
る
農
業
・

工
業
振
興
に
よ
り
、
地
域
ご
と
の
経
済
的
差
異
の
縮
小
を
目
指
す
こ

と
が
含
意
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
地
理
学
は
、
生
物
学
や
土
壌
学
な
ど

と
と
も
に
自
然
改
造
計
画
を
理
念
的
に
下
支
え
す
る
役
割
を
担
う
こ

と
と
な
っ
た
。
ソ
連
地
理
学
は
、
学
界
全
体
と
し
て
自
然
改
造
計
画

を
熱
狂
的
に
支
持
し
、
こ
の
点
で
は
ベ
ル
グ
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
、（
後

述
す
る
）
そ
の
他
の
論
者
の
間
で
相
違
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然
改
造
事
業
に
地
理
学
者
が
大
々
的
に
参
画

す
る
上
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
地
理
学
の
理
論
上
・
方
法
論
上
の
対

立
状
態
は
足
枷
と
な
っ
て
い
た
。
結
果
、
地
理
学
理
論
に
関
す
る
学

界
内
部
で
の
議
論
も
白
熱
す
る
こ
と
に
な
る
。



118119 多民族領域帝国ソ連における地理学と空間・地域認識

り
、
ソ
ル
ン
ツ
ェ
フ
の
述
べ
る
景
観
の
発
展
は
非
法
則
的
で
偶
発
的

な
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
つ
い
て
は
、

地
理
的
環
境
と
地
球
の
地
理
的
外
殻
に
同
義
を
与
え
る
こ
と
で
「
先

進
的
な
社
会
実
践
の
要
求
か
ら
乖
離
」
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
要
素

の
相
互
関
係
か
ら
成
る
「（
自
然
）
地
理
プ
ロ
セ
ス
が
地
理
的
環
境

を
『
創
出
』」
す
る
と
い
う
説
を
唱
え
る
こ
と
で
、
地
理
的
環
境
の

弁
証
法
的
発
展
の
法
則
性
が
結
局
は
否
定
さ
れ
、「
発
展
」
そ
の
も

の
が
偶
発
に
堕
し
て
し
ま
う
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ミ
ル
ノ
フ

は
、グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
「
単
一
の
地
理
的
プ
ロ
セ
ス
」
理
論
を
「
誤
っ

た
定
式
化
」
と
し
、
最
終
的
に
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
ベ
ル
グ
と
同
根
の

観
念
論
に
陥
っ
て
い
る
と
断
罪
し
て
い
る
。

ス
ミ
ル
ノ
フ
自
身
は
、
外
面
的
要
素
の
恣
意
的
な
結
合
で
し
か
な

い
「
景
域
（ландш

аф
тны

е зоны

）」
と
、
地
理
的
環
境
の
法
則

的
発
展
の
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
「
地
文
帯
（географ

ические 

зоны

）」
を
区
別
し
、
地
理
学
の
研
究
対
象
は
後
者
の
「
地
理
的
帯

性
法
則
（географ

ический закон зональности

）」
解
明
を
旨

と
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
ス
ミ
ル
ノ
フ
は
、
個
々
の
地
文
帯
に
内

在
す
る
地
理
的
環
境
が
地
球
の
内
的
な
力
（
土
壌
）
と
宇
宙
の
外
的

な
力
（
太
陽
光
）
に
反
応
し
、
外
的
な
作
用
を
そ
の
内
部
構
造
に
同

化
・
吸
収
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
＝
帯
性
法
則
）
を
想
定
し
て

い
た
。
ス
ミ
ル
ノ
フ
は
、
こ
の
帯
性
法
則
の
内
容
を
よ
り
深
め
た
人

物
と
し
て
、
自
然
改
造
計
画
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム

ス
と
ル
イ
セ
ン
コ
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
外
的
な
作
用
に

「（
人
間
）
社
会
の
作
用
」、
な
か
で
も
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
の
「
牧
草
輪

作
方
式
」
を
加
え
る
こ
と
で
、「
経
済
的
な
領
域
（хозяйственно 

устроенная территория

）」
に
多
様
な
自
然
環
境
を
有
す
る
諸

区
画
を
含
み
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
個
々

の
地
理
的
環
境
に
お
け
る
同
化
作
用
を
牧
草
輪
作
や
植
物
の
環
境
馴

化
を
通
じ
て
人
間
が
計
画
的
に
行
使
す
る
行
為
が
「
自
然
改
造
」
と

し
て
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（С

м
ирнов 1950

）。

こ
の
ス
ミ
ル
ノ
フ
の
議
論
は
ソ
連
地
理
学
界
に
大
き
な
議
論
を
巻

き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
が
ソ
連

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
研
究
所
の
ト
ッ
プ
か
ら
解
任
さ
れ
た
後
、

一
九
五
一
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
研
究
所
の
学
術

会
議
で
ス
ミ
ル
ノ
フ
論
文
に
関
す
る
議
論
が
組
織
さ
れ
、
そ
こ
で
は

主
要
な
ソ
連
の
地
理
学
者
が
議
論
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
多

様
な
立
場
か
ら
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

自
然
地
理
学
の
側
か
ら
は
、
ベ
ル
グ
及
び
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
方
法

論
的
・
理
論
的
欠
陥
を
認
め
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
両
者
を
擁
護
す

る
議
論
が
目
立
っ
た
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
自
然
地
誌
の
専
門
家
で
あ

る
ル
フ
ィ
ン
・
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
、
景
観
地
理
学
そ
の
も
の
を
否
定

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
景
観
・
景
域
の
区
分
が
自
己
目
的
化
し
、
実

践
応
用
の
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
点
を
批
判
し
て
い
る
。
グ
リ
ゴ
リ

エ
フ
と
同
様
に
計
量
的
手
法
に
よ
る
自
然
地
理
研
究
を
行
っ
て
い
た

ダ
ヴ
ィ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ド
は
、
自
然
改
造
の
実
践
応
用
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
理
論
で
あ
る
（
熱
収
支
や
水
分
収
支
な

発
出
し
た
（
こ
の
決
議
が
公
表
さ
れ
た
の
は
同
年
末
の
こ
と
で
あ
る
）

（В П
резидиум

е 1950: 571-573

）。
追
い
詰
め
ら
れ
た
グ
リ
ゴ
リ

エ
フ
は
、
一
九
五
〇
年
末
、
自
己
批
判
論
文
を
『
ソ
連
邦
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
通
報
』
に
掲
載
し
た
。
右
論
文
で
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
、
地

理
的
環
境
の
発
展
法
則
と
人
間
社
会
の
発
展
法
則
を
混
同
し
、
地
理

的
環
境
か
ら
遊
離
し
た
地
理
プ
ロ
セ
ス
（
つ
ま
り
、
地
球
物
理
学
的

な
手
法
を
用
い
て
地
球
シ
ス
テ
ム
全
体
の
解
明
に
重
き
を
置
き
、

個
々
の
地
理
的
環
境
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
）
を
提

唱
し
た
自
ら
の
立
場
に
つ
い
て
自
己
批
判
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
ベ
ル
グ
及
び
そ
の
追
随
者
へ
の
批
判
の
矛
先
を
ゆ
る
め
て
い
な

い
。
右
論
文
で
、
ベ
ル
グ
は
カ
ン
ト
や
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
の
信
奉
者
で
あ

り
、
地
理
学
を
受
動
的
・
観
想
的
な
記
述
の
学
問
へ
と
貶
め
人
間
社

会
の
発
展
を
地
理
的
環
境
要
因
に
帰
し
て
い
る
と
糺
弾
し
、
さ
ら
に

は
、
ベ
ル
グ
に
追
随
し
、
地
理
的
環
境
内
部
で
の
「
自
己
発
展
」
法

則
を
提
唱
し
、
自
然
現
象
の
発
展
に
お
け
る
外
的
要
因
の
影
響
を
否

定
し
た
と
さ
れ
る
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
地
理
学
者
た
ち
を
批
判
し
た

（Григорьев 1950: 44-45

）。

ベ
ル
グ
本
人
は
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
四
日
に
死
去
し
、
両
者
の

論
争
に
も
と
り
あ
え
ず
は
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

結
局
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
一
九
五
一
年
に
地
理
学
研
究
所
所
長
を
解

任
さ
れ
、
そ
の
座
を
地
形
学
者
の
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
・
ゲ
ラ
シ
モ
フ
に

明
け
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
会
員
の
地
位
に
は
留
ま
り
、
そ
の
後
も
活
発
な
研
究
活
動
を

続
け
、
地
球
物
理
学
的
な
研
究
手
法
の
普
及
に
寄
与
し
て
い
る
。

Ⅳ 

ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
ソ
連
地
理
学
の
断
罪
と

　

 

そ
れ
へ
の
応
答

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
お
け
る
地
理
学
理
論
・
方
法
論
に
関
す
る

論
争
は
ベ
ル
グ
＝
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
論
争
の
み
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
背
後
で
は
、
ベ
ル
グ
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
、
さ
ら
に
は
ニ
コ
ラ

イ
・
ソ
ル
ン
ツ
ェ
フ
を
中
心
と
す
る
モ
ス
ク
ワ
大
学
地
理
学
部
の
地

理
学
者
た
ち
す
べ
て
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
断
罪
す
る
議
論
も
登
場

し
た
。
一
九
五
〇
年
初
頭
に
『
哲
学
の
諸
問
題
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た

オ
デ
ッ
サ
の
経
済
地
理
学
者
で
あ
る
ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
論
説
が
そ

れ
で
あ
り
、
前
述
の
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
よ
る
自
己
批
判
は
こ
の
ス
ミ

ル
ノ
フ
の
議
論
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
と
、
ソ
ル
ン
ツ
ェ
フ
は
、
あ
る
景
観
は

そ
の
起
源
の
上
で
は
均
質
で
あ
る
が
、
景
観
形
態
と
自
然
地
理

プ
ロ
セ
ス
の
完
全
な
調
和
は
あ
り
え
ず
、
内
部
の
相
反
す
る
諸

要
素
の
作
用
に
よ
り
景
観
は
常
に
動
的
に
発
展
（
＝
「
自
己
発
展

（сам
оразвитие

）」）
す
る
も
の
だ
と
規
定
し
た
。
こ
の
点
で
、
ソ

ル
ン
ツ
ェ
フ
は
、
よ
り
静
態
的
な
ベ
ル
グ
の
景
観
理
論
を
克
服
し
よ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
コ
コ
ロ
ギ
ー
的
手

法
を
用
い
て
い
る
点
で
ベ
ル
グ
と
ソ
ル
ン
ツ
ェ
フ
ら
は
同
根
で
あ
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で
あ
り
、
資
本
主
義
体
制
下
で
の
観
念
論
的
な
「
景
観
」
概
念
と
社

会
主
義
体
制
下
で
の
唯
物
論
的
な
「
景
観
」
概
念
は
異
な
る
と
し
、

ソ
連
に
お
け
る
「
景
観
地
理
学
」
の
意
義
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

ザ
ベ
ー
リ
ン
は
、人
間
活
動
と
「
地
理
的
帯
性
法
則
」
を
対
峙
さ
せ
、

現
実
に
は
、
人
間
活
動
は
（
地
理
的
環
境
へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
）

こ
の
帯
性
法
則
の
発
現
を
弱
め
、（
自
然
改
造
に
よ
っ
て
）
地
理
的

環
境
の
地
域
間
（
地
文
帯
間
）
差
異
を
徐
々
に
取
り
払
う
作
用
を
有

し
て
い
る
と
主
張
し
、
帯
性
法
則
の
解
明
に
こ
だ
わ
る
ス
ミ
ル
ノ
フ

の
立
場
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
が
ド
ク
チ
ャ
エ
フ
理

論
を
誤
っ
て
引
用
し
、「
地
理
的
帯
性
法
則
」
を
自
然
外
被
の
一
部

に
す
ぎ
な
い
土
壌
（
＝
内
部
構
造
）
の
問
題
へ
と
還
元
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
主
張
し
、
結
果
と
し
て
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
と
も
距
離
を
と
る

議
論
を
展
開
し
た
（Забелин 1952

）。

最
終
的
に
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
り
貶
め
ら
れ
た
景
観
地
理
学
の
復

権
と
自
然
改
造
に
お
け
る
そ
の
役
割
を
明
確
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

の
は
、
地
理
学
協
会
幹
部
の
一
人
で
あ
る
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
カ
レ
ス

ニ
ク
に
よ
る
議
論
だ
っ
た
。
カ
レ
ス
ニ
ク
は
「
景
観
」
概
念
を
「
自

然
の
境
界
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
統
一
的
で
、
相
互
に
制
約
的
な
地

表
面
の
一
区
画
」
と
定
義
し
、
あ
る
景
観
の
完
全
な
コ
ピ
ー
は
地
上

の
ど
こ
に
も
存
在
し
え
な
い
と
し
て
い
る
。
他
方
、
類
似
す
る
景
観

を
類
型
論
的
に
大
分
類
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
空
間
上

で
も
時
間
軸
の
な
か
で
も
再
現
可
能
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ー

リ
ン
主
導
の
自
然
改
造
で
特
徴
的
な
の
は
、
同
時
に
広
大
な
地
域
に

作
用
す
る
自
然
改
造
を
想
定
し
、
景
観
に
多
様
な
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
で
、
景
観
変
化
が
加
速
化
し
、
人
間
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い

景
観
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
根
本
的
な
改
造
が
可
能
だ
と
し
て
い
る

点
で
あ
っ
た
。
現
行
の
自
然
改
造
は
森
林
ス
テ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、

半
砂
漠
、
砂
漠
と
い
う
類
型
論
的
な
景
観
（
＝
景
域
）
に
作
用
す
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
た
め
の
個
々
の
施
策
は
個
々
の
景
観
の
特
徴
の
考

慮
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
、
ソ
連
の
地
理
学
者
は
自
然
改
造

の
大
事
業
に
貢
献
が
で
き
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
景
観
地
理
学
は

ソ
連
地
理
学
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
の
発
展
に
結
び
つ
く
と
結
論
づ

け
た
。
カ
レ
ス
ニ
ク
は
、
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
の
牧
草
輪
作
を
土
壌
肥
沃

化
の
条
件
の
「
ひ
と
つ
」
と
述
べ
て
お
り
、
牧
草
輪
作
の
「
普
遍
的

な
」
適
用
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
個
別
景
観
研
究
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
点
で
、
ザ
ベ
ー
リ
ン
と
同
様
、
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
や
ル
イ

セ
ン
コ
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
と
い
え
る
（К

алесник 1952

）。

Ⅴ 

「
単
一
地
理
学
」批
判
と

　

 

経
済
地
理
学
の
危
機
感

ス
ミ
ル
ノ
フ
は
前
述
の
論
文
の
な
か
で
経
済
地
理
学
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。
ス
ミ
ル
ノ
フ
は
、
バ
ラ
ン
ス
キ
ー
、
ユ
リ
ア
ン
・
サ
ウ

シ
キ
ン
、
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
モ
ス
ク
ワ
大
学

の
経
済
地
理
学
者
に
つ
い
て
、
経
済
的
要
素
と
自
然
的
要
素
を
地
域

ど
の
）「
発
展
共
通
性
（общ

ность развития

）」
と
い
う
観
点
か

ら
地
域
区
分
を
行
う
こ
と
は
否
定
す
べ
き
で
、
む
し
ろ
、
共
通
の
構

成
内
容
・
形
態
（
相
似
す
る
「
地
形
」
な
ど
）
を
含
ん
だ
諸
景
観
に

つ
い
て
は
同
次
元
の
発
展
段
階
に
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
観
点
か
ら

自
然
地
域
区
分
を
行
う
べ
き
だ
と
し
た
。
地
形
学
者
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
・
ケ
ー
シ
は
、「
自
然
環
境
の
点
で
は
多
様
だ
が
、
経
済
的
に

は
単
一
の
地
域
の
研
究
」
の
重
要
性
を
唱
え
、
こ
の
点
で
ス
ミ
ル
ノ

フ
の
議
論
と
相
似
す
る
が
、
地
理
的
環
境
の
経
済
的
利
用
と
い
う
観

点
か
ら
自
然
地
理
的
に
同
質
的
な
地
域
、
つ
ま
り
「
景
観
」
を
研
究

す
る
意
味
は
あ
る
と
し
て
い
る
。

新
任
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
地
理
学
研
究
所
所
長
で
あ
る
ゲ
ラ
シ
モ

フ
は
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
の
議
論
を
批
判
し
つ
つ
、
景
観
地
理
学
か
ら
の

移
行
期
に
あ
る
ソ
連
地
理
学
の
現
状
を
冷
静
に
分
析
し
た
。
ゲ
ラ
シ

モ
フ
は
、
ベ
ル
グ
の
景
観
地
理
学
が
コ
コ
ロ
ギ
ー
的
学
問
に
留
ま

り
、
地
理
学
の
一
般
法
則
に
ま
で
理
論
を
高
め
ら
れ
な
か
っ
た
点
を

批
判
し
つ
つ
も
、
事
実
（
＝
地
誌
）
の
記
述
と
集
積
が
地
理
学
発
展

に
重
要
な
貢
献
を
し
た
点
は
正
当
に
評
価
す
べ
き
だ
と
し
、
ソ
連
の

地
理
学
者
が
「
事
実
理
論
（ф

акторная теория

）」
の
擁
護
者
だ

ら
け
で
あ
る
と
い
う
ス
ミ
ル
ノ
フ
の
批
判
を
糾
弾
し
た
。
ま
た
、
グ

リ
ゴ
リ
エ
フ
が
地
球
物
理
学
的
手
法
を
自
然
地
理
学
に
導
入
し
た
こ

と
に
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
、
問
題
な
の
は
地
理
的
環
境
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
質
変
化
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

変
化
の
「
形
態
（ф

орм
а

）」
の
考
究
を
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
が
怠
り
、

さ
ら
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ツ
キ
ー
や
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
の
理
論
的
成
果
の
取
り

込
み
を
怠
っ
て
い
る
点
で
理
論
的
な
誤
り
が
あ
る
と
し
た
。

「
自
然
改
造
」
と
関
連
さ
せ
る
形
で
最
も
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ

て
い
る
の
は
ア
ン
ナ
・
ド
ス
カ
チ
で
あ
る
。
ド
ス
カ
チ
は
、
社
会
生

活
の
条
件
と
し
て
地
理
的
環
境
の
研
究
を
行
う
べ
き
と
す
る
ス
ミ
ル

ノ
フ
の
議
論
に
一
通
り
頷
い
て
お
き
な
が
ら
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
よ

る
環
境
発
展
に
お
け
る
熱
と
水
分
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
肯
定

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
環
境
類
型
（типы

 среды

）
が
発
展

し
多
様
化
す
る
上
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
要
素
と
生
物
圏
（биосф

ера

）
と
の
相
互
作
用
を
検
討
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
環

境
類
型
や
そ
の
発
展
方
向
性
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、

計
画
的
な
自
然
改
造
は
可
能
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
地
域
区
分
の

境
界
も
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
の
議
論
は
土
壌
構

造
の
み
に
着
目
し
た
ヴ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
や
遺
伝
子
の
存
在
を
否
定
し

植
物
の
環
境
馴
化
を
主
張
し
た
ル
イ
セ
ン
コ
の
議
論
を
取
り
込
み

つ
つ
、
生
物
圏
全
体
の
影
響
を
扱
う
こ
と
で
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い

性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
（Витязева и П

реображ
енский 

1951
）。

そ
の
後
、
一
九
五
二
年
初
頭
、
自
然
地
理
学
者
の
イ
ー
ゴ
リ
・
ザ

ベ
ー
リ
ン
が
ス
ミ
ル
ノ
フ
の
議
論
を
全
面
的
に
否
定
す
る
論
説
を

『
全
ソ
地
理
学
協
会
通
報
』
に
発
表
し
た
。
ザ
ベ
ー
リ
ン
に
よ
る
と
、

ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
ソ
連
の
地
理
学
者
へ
の
批
判
を
概
ね
「
不
当
」
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観
的
に
存
在
し
て
い
る
経
済
地
域
を
解
明
し
て
、
そ
の
ま
ま
区
画
す

る
も
の
」（
野
原 1962: 102

）
で
あ
り
、
経
済
の
分
業
・
専
門
化
に

焦
点
を
置
い
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
前
述
の
バ
ラ
ン
ス
キ
ー
、
サ
ウ

シ
キ
ン
、コ
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
経
済
地
理
学
者
が
含
ま
れ
る
。

二
つ
め
は
、
経
済
の
地
域
的
「
専
門
化
（
特
化
）」
と
「
複
合
化
」

を
勘
案
し
て
地
域
区
分
を
行
い
、
経
済
地
域
と
行
政
地
域
の
結
合
を

旨
と
す
べ
き
だ
と
い
う
学
派
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
前
述
の
ア
ラ
ム
ピ

エ
フ
ら
が
含
ま
れ
る
（А

лам
пиев 1959: 208-209

）。
前
者
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
天
然
資
源
に
代
表
さ
れ
る
自
然
環
境
が
人
間
の
生

産
活
動
と
一
致
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
自
然
地
理
学
と
経
済
地
理

学
と
が
接
近
す
る
余
地
を
与
え
た
。
後
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
生

産
活
動
に
お
け
る
自
然
環
境
フ
ァ
ク
タ
ー
の
過
度
の
強
調
は
、
各
経

済
地
域
の
「
複
合
的
発
展
」
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
地

域
間
の
経
済
格
差
の
解
消
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
自

然
地
理
学
か
ら
経
済
地
理
学
を
切
り
離
し
て
別
個
に
理
論
を
打
ち
立

て
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
小
野
（1964; 1983

）
が
論
じ
て
い
る

よ
う
に
、「
単
一
地
理
学
論
争
」
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
（
及
び
、

管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
も
）
存
在
し
て
い
た
が
、
フ
セ
ー
ヴ
ォ

ロ
ド
・
ア
ヌ
ー
チ
ン
ら
自
然
地
理
学
者
を
も
議
論
に
巻
き
込
ん
で
論

争
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
多
く
の
経
済
地
理
学
者
が
自
然

地
理
学
に
対
し
て
辛
辣
な
批
判
を
浴
び
せ
る
契
機
と
な
り
、
最
終
的

に
「
単
一
地
理
学
論
争
」
が
勃
発
す
る
に
い
た
っ
た
直
接
の
理
由

は
、
当
時
の
ソ
連
地
理
学
は
自
然
地
理
学
全
盛
の
時
代
で
あ
り
、
ス

タ
ー
リ
ン
の
自
然
改
造
計
画
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
い
み
じ
く
も
、
フ
ー
ソ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
は
経
済
地
理
学
に
と
っ
て
受
難
の
時
代
で
あ

り
、
そ
の
傾
向
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
も
続
い
た
。
一
九
五
七
年
刊

の
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
百
科
事
典
』
の
「
地
理
学
」
の
項
目
に
は
経
済

地
理
学
に
関
す
る
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
（H

ooson 
1959: 80

）。
さ
ら
に
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
経
済
地
理
学
者
で
あ
る

サ
ウ
シ
キ
ン
が
自
然
景
観
と
農
業
分
布
の
関
連
に
つ
い
て
の
著
作
を

一
九
四
七
年
に
刊
行
し
た
こ
と
も
あ
り
（С

ауш
кин 1947

）、
こ
う

し
た
一
連
の
動
向
が
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
地
方
の
経
済
地
理
学
者
に

危
機
感
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、
一
九
五
〇
年
末
、
グ
リ

ゴ
リ
エ
フ
批
判
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
学
の
諸

問
題
』
の
刊
行
を
受
け
て
開
か
れ
た
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
経
済
地

理
学
者
に
よ
る
公
開
討
論
会
の
場
で
、
ヴ
ォ
リ
ペ
は
、「
我
が
学
問

の
危
機
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
何
年
も
の
間
、
レ
ー
ニ

ン
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
立
場
に
立
っ
て
認
め
ら
れ
た
経
済
地
理
学
の
大

著
が
ま
っ
た
く
世
に
出
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
サ
ウ
シ
キ

ン
の
著
作
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（Работа товарищ
а С

талина 1951: 172

）。

的
に
結
合
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
経
済
地
域
区
分
を
行
う
と
い
う

方
法
論
を
と
る
以
上
、
結
局
は
景
観
地
理
学
と
大
差
が
な
い
と
批
判

し
た
（С

м
ирнов 1950: 102-103

）。
そ
の
後
、
前
述
の
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
で
の
学
術
会
議
の
場
で
、
経
済
地
理
学
者
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
・

ア
ラ
ム
ピ
エ
フ
は
、「
地
域
学
派
」
の
経
済
地
理
学
者
（
バ
ラ
ン
ス

キ
ー
、
サ
ウ
シ
キ
ン
ら
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
が
、
自

ら
の
課
題
を
特
定
の
地
域
内
部
に
お
け
る
自
然
フ
ァ
ク
タ
ー
と
経
済

フ
ァ
ク
タ
ー
の
相
互
関
係
に
限
定
し
、
経
済
発
展
・
配
置
の
一
般
法

則
性
を
過
小
評
価
し
た
こ
と
で
、
あ
る
種
の
「
地
理
的
ア
ク
メ
イ
ズ

ム
（географ

ический акм
еизм

）」
に
堕
し
て
い
る
と
批
判
し
、

ス
ミ
ル
ノ
フ
に
よ
る
批
判
に
か
な
り
の
程
度
迎
合
す
る
発
言
を
行
っ

て
い
る
（Витязева и П

реображ
енский 1951: 178-179

）。

そ
の
後
も
経
済
地
理
学
者
か
ら
の
ソ
連
地
理
学
批
判
論
文
が
い

く
つ
か
登
場
し
て
い
る
。
ま
ず
、
オ
レ
ー
グ
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

フ
が
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
地
理
学
理
論
を
辛
辣
に
批
判
す
る
論
文
を

一
九
五
二
年
初
頭
に
発
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ

は
自
然
地
理
学
と
経
済
地
理
学
と
の
関
連
性
に
関
す
る
見
解
（
両
地

理
学
は
「
単
一
」
か
「
別
物
」
か
に
つ
い
て
）
を
二
転
三
転
さ
せ
て

い
る
点
が
批
判
さ
れ
、
人
間
活
動
を
地
理
的
環
境
の
派
生
物
と
み
な

す
「
地
理
的
決
定
論
（
ゲ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
）」
に
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ

は
陥
っ
て
い
る
と
批
判
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
の
理
論
に
従
え

ば
、
人
間
活
動
が
自
然
を
改
造
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
以
前
に
地
理

的
外
殻
が
人
間
活
動
を
規
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
最
終
的
に

経
済
地
理
学
は
自
然
地
理
学
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と

断
罪
し
た
（К

онстантинов 1952

）。

さ
ら
に
、
ハ
リ
コ
フ
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ヴ
ォ
ロ
ブ
エ
フ
＝
ア
ル

チ
ョ
ー
モ
フ
と
い
う
経
済
地
理
学
者
は
、
サ
ウ
シ
キ
ン
に
つ
い
て
実

践
的
に
産
業
を
配
置
す
る
学
と
い
う
よ
り
も
、
す
で
に
配
置
さ
れ
た

産
業
に
基
づ
い
て
「
領
域
」
を
学
ぶ
学
に
堕
し
て
お
り
、
結
局
は
コ

コ
ロ
ギ
ー
的
な
「
地
域
」
分
類
の
学
と
し
て
自
然
地
理
学
と
経
済
地

理
学
が
同
根
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
ヴ
ォ
ロ
ブ
エ

フ
＝
ア
ル
チ
ョ
ー
モ
フ
は
ス
ミ
ル
ノ
フ
を
も
批
判
す
る
。
ス
ミ
ル
ノ

フ
は
「
地
文
帯
」
の
他
に
、そ
の
下
位
区
分
と
し
て
「
地
理
的
ブ
ロ
ッ

ク
（географ

ический блок

）」
を
想
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

本
来
は
経
済
単
位
で
あ
る
べ
き
行
政
区
画
に
つ
い
て
、
自
然
地
理
学

的
な
地
域
区
分
が
下
位
の
行
政
区
画
と
一
致
す
る
と
指
摘
し
た
こ
と

で
、
結
局
は
、
自
然
地
理
と
経
済
地
理
を
な
い
交
ぜ
に
し
て
い
る
と

断
罪
し
た
（Волобуев-А

ртем
ов 1953

）。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
概
ね
経
済
地
理
学
者
か
ら
の
批
判
は

経
済
地
理
学
と
自
然
地
理
学
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

端
的
に
い
え
ば
、
両
者
の
統
一
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
か
ら
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
に
か
け
て
の

経
済
地
理
学
の
主
流
は
前
述
の
「
地
域
学
派
」
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に

は
二
つ
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
め
は
、
革
命
直
後
の
国
土

電
化
計
画
で
あ
る
ゴ
エ
ル
ロ
計
画
以
来
の
経
済
地
域
区
分
法
を
そ
の

ま
ま
受
け
継
い
だ
学
派
で
、お
お
む
ね
資
源
分
布
を
基
準
と
し
て「
客



124125 多民族領域帝国ソ連における地理学と空間・地域認識

た
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
民
族
や
文
化
と
い
っ
た
人
文
的
観
点
は
地

理
学
か
ら
排
除
さ
れ
、
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
を
含
め
「
民
族
」
に
係

る
差
違
を
地
理
学
の
立
場
か
ら
扱
っ
た
研
究
は
管
見
の
か
ぎ
り
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
ソ
連
地
理
学
界
で
論
争
と

な
っ
た
「
景
観
」
や
「
景
域
」「
地
文
帯
」
と
い
っ
た
空
間
概
念
に

人
文
的
要
素
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、（
ベ
ル
グ
の
景
観

理
論
に
お
け
る
環
境
と
人
間
の
「
調
和
」
な
ど
）
含
ま
れ
て
い
た
と

し
て
も
き
わ
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
に
よ
る
「
地
理

的
外
殻
」
や
「
発
展
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
っ
た
概
念
は
地
球
シ
ス
テ
ム

全
体
を
俯
瞰
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
人
文
的
要
素
は
考
慮
に
入

れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た＊

６

。
ま
た
、
一
九
四
八
年
か
ら
始
ま
る
「
自
然

改
造
計
画
」
は
、
地
理
学
に
お
け
る
環
境
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
人
間
」
と
は

き
わ
め
て
画
一
的
な
存
在
だ
っ
た
。

自
然
改
造
計
画
で
実
際
に
自
然
改
造
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
も
や

は
り
民
族
原
理
か
ら
は
乖
離
し
て
い
た
。
植
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

た
地
域
は
ス
テ
ッ
プ
・
森
林
ス
テ
ッ
プ
地
帯
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川

以
西
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
西
端
ま
で
含
む
地
域
だ
っ
た
。
運
河
建
設

は
自
然
改
造
の
単
位
と
し
て
「
水
系
」
を
対
象
と
し
て
お
り
、
た
と

え
ば
、
主
要
ト
ル
ク
メ
ン
運
河
建
設
で
自
然
改
造
の
対
象
と
さ
れ
た

地
域
は
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ
ン
と
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
あ
り
、
や

は
り
民
族
領
域
の
境
界
を
跨
ぐ
も
の
だ
っ
た
。

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
お
け
る
学
知
の
一
般
的
な
動
向
と
同
じ

く
、
地
理
学
に
対
し
て
も
「
実
践
へ
の
応
用
性
」
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
観
点
か
ら
ベ
ル
グ
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
ら
に
よ
る
従
来
の
地
理
学
に

対
し
て
批
判
が
続
出
し
た
。
ベ
ル
グ
は
、
自
著
の
な
か
で
「
地
文
帯

（
景
域
）」
と
そ
こ
で
採
用
さ
れ
る
農
法
の
一
致
に
つ
き
述
べ
、
景
観

地
理
学
の
農
業
へ
の
応
用
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
自
然
改
造
計

画
を
推
進
す
る
地
理
学
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
不
十

分
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ル
ノ
フ
や
ザ
ベ
ー
リ
ン
が
論
じ
た
よ
う
に
、
自

然
改
造
計
画
は
、
既
存
の
「
景
域
」
や
「
経
済
地
域
」、
そ
し
て
、

無
論
、
民
族
原
理
に
よ
る
「
行
政
領
域
」
を
超
え
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、カ
レ
ス
ニ
ク
の
議
論
に
あ
る
よ
う
に
、

根
本
的
な
自
然
改
造
を
行
う
上
で
人
間
が
環
境
に
働
き
か
け
る
た
め

に
も
、
対
象
と
な
る
地
域
の
「
景
観
」
を
詳
細
に
知
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
砂
漠
や
ス
テ
ッ
プ
の
未
知
の
景
観
の
調
査

の
た
め
に
ソ
連
中
央
の
地
理
学
者
が
大
々
的
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
は
、
訴
え
か
け
る
対
象
に
よ
っ
て
「
普
遍
主

義
（
＝
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
）」
と
「
個
別
主
義
（
＝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
）」
が
使
い
分
け
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
宇
山
智
彦
や
ス
レ
ツ

キ
ン
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
ソ
連
で
民
族
ご
と
の
行
政
領
域
が
設

置
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
帝
国
の
政
策
に
お
け
る
「
個
別
主
義
」
の
表

れ
で
あ
っ
た
（
宇
山 2006: 57; Slezkine 1994: 415

）。
現
実
に
、

戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
お
け
る
地
理
学
「
知
」
を
め
ぐ
る
政
策
に
お

い
て
「
民
族
」
原
理
が
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

Ⅵ 
ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
改
革
と
経
済
地
理
学

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
の
ソ
連
地
理
学
の
動
向
に
つ
い
て
は
今
後
研
究

す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
自
身
の
号
令
に
よ
り
始

ま
っ
た
地
方
へ
の
経
済
分
権
化
政
策
で
あ
る
ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
（
国

民
経
済
会
議
）
改
革
へ
の
経
済
地
理
学
者
の
参
画
に
つ
い
て
若
干
だ

け
触
れ
て
お
き
た
い
。

ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
改
革
は
一
九
五
七
年
に
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
部
門
別
経
済
管
理
を
地
域
別
に
改
め
、
各
経
済
地
区
に
国
民

経
済
会
議
を
設
置
し
、
各
民
族
共
和
国
閣
僚
会
議
（
政
府
）
に
従
属

さ
せ
る
こ
と
で
経
済
行
政
の
分
権
化
を
図
る
と
い
う
改
革
で
あ
っ

た
（П

ихоя 2007: 348

）。
前
述
し
た
ア
ラ
ム
ピ
エ
フ
が
中
心
人
物

と
し
て
経
済
地
区
の
区
画
に
加
わ
り
、
経
済
地
区
と
行
政
領
域
（
つ

ま
り
、
民
族
共
和
国
・
自
治
共
和
国
の
境
界
も
含
む
）
の
統
一
が
模

索
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
上
位
に
あ
る
「
大
経
済
地
区
」
と
い
う

概
念
は
残
さ
れ
、
将
来
的
に
は
そ
の
意
義
が
増
し
、
最
終
的
に
ソ
ヴ

ナ
ル
ホ
ー
ズ
を
「
大
経
済
地
区
」
単
位
で
再
編
す
る
可
能
性
は
残
さ

れ
て
い
た
（С

ухопара 1959: 260-267

）。
そ
れ
が
一
部
実
施
に
移

さ
れ
た
の
が
、
一
九
六
二
年
の
中
央
ア
ジ
ア
・
ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
の

設
置
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
ひ
と
つ
の
ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
に
ま
と
め
た
）
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
に
、
サ
ウ
シ
キ
ン
ら
、
ア
ラ
ム
ピ
エ
フ
と
は
一
線
を
画
し
て

い
た
経
済
地
理
学
者
の
見
解
も
あ
る
程
度
の
影
響
力
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
サ
ウ
シ
キ
ン
の
見
解
に
従
え
ば
、
純
粋
に
分
業
の
観
点
か

ら
経
済
地
域
を
区
分
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
民
族
原
理
を
無
視

し
た
経
済
地
区
を
構
想
す
る
こ
と
も
論
理
的
に
は
あ
り
う
る
話
だ
っ

た
。
実
際
に
、
サ
ウ
シ
キ
ン
は
、
具
体
的
に
ど
の
領
域
を
占
め
る
の

か
は
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、
石
油
・
ガ
ス
・
化
学
工
業
を
重
点

経
済
部
門
と
す
る
「
西
中
央
ア
ジ
ア
（
ト
ゥ
ラ
ン
）
経
済
コ
ン
プ
レ

ク
ス
」
を
提
案
し
て
い
る
（С

ауш
кин и К

алаш
никова 1962: 

142

）。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
産
党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
を
務
め
た
デ
ィ
ン
ム
ハ
メ
ド
・
ク

ナ
エ
フ
の
回
想
に
よ
る
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
石
油
埋
蔵
地
域
で
あ

る
マ
ン
グ
ィ
シ
ュ
ラ
ク
半
島
を
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
移
譲
し
た
ら

ど
う
か
と
の
提
案
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
か
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

い
う
（
た
だ
し
、
実
践
に
は
移
さ
れ
な
か
っ
た
）（К

унаев 1994: 
195

）。お
わ
り
に

ソ
連
地
理
学
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
ト
ッ
プ
と
す
る
一
国
社
会
主

義
体
制
が
成
立
し
、
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
が
最
終
的
に
完
了
し
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◉
注

＊
１　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
テ
ィ
ル
は
帝
国
に
つ
い
て
、
車
輪
に
た
と

え
て
「
ハ
ブ
」
と
「
ス
ポ
ー
ク
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
用
い
て
帝
国
「
中

核
」
と
「
周
縁
」
と
の
関
係
性
を
表
し
、
周
縁
間
を
結
ぶ
「
リ
ム
」
の

関
係
が
な
い
こ
と
が
そ
の
特
徴
だ
と
し
て
お
り
、
ソ
連
に
つ
い
て
も
こ

の
「
中
核
＝
周
縁
」
構
造
が
当
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
（M

otyl 2001: 
15-20

）。

＊
２　

一
九
二
〇
年
代
初
頭
、「
民
族
」
原
理
で
の
領
域
区
画
に
従
事
し
た

民
族
学
者
と
「
経
済
」
原
理
で
の
領
域
区
画
に
従
事
し
た
地
理
学
者
の

利
害
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
族
問
題
人
民
委
員
部
と
国
家
計
画
委
員
会
（
ゴ

ス
プ
ラ
ン
）
の
対
立
に
呼
応
す
る
形
で
、（
完
全
に
で
は
な
い
に
せ
よ
）

対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
（H

irsch 2005: Chapter 2

）。
た
だ

し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ソ
連
初
期
の
地
理
学
に
は
「
人
文
」
的

要
素
は
希
薄
で
あ
り
、
当
時
は
民
族
学
が
同
時
に
人
文
地
理
学
的
な
役

割
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
３　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ソ
連
で
は
民
族
的
な
「
形
式
」
そ
の

も
の
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
民
族
及

び
民
族
領
域
の
個
別
性
・
特
殊
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
民
族
的
「
形
式
」
と
社
会
主
義
的
「
内
容
」
は
対
象
に
よ
っ

て
使
い
分
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
連
地
理
学
内
部
で
も
、
前

述
の
バ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
議
論
や
、
経
済
的
状
態
、
歴
史
的
過
去
、
慣
習
、

文
化
な
ど
「
形
式
の
多
様
性
」
を
勘
案
し
て
各
経
済
地
域
の
内
情
を
研

究
す
べ
き
だ
と
の
経
済
地
理
学
者
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ヴ
ォ
リ
ペ
に
よ
る

議
論
も
存
在
し
た
（Работа товарищ

а С
талина 1951: 173

）。

＊
４　

こ
の
議
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
理
学
に
お
け
る
「
環
境
決
定
論
」

に
対
す
る
「
環
境
可
能
論
」（
ポ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ァ
ル
に
よ
れ
ば
、「
自

然
が
可
能
性
を
与
え
、人
間
が
そ
れ
を
処
理
す
る
」、「
自
然
に
干
渉
し
、

も
は
や
そ
れ
に
服
従
す
る
こ
と
の
な
い
人
類
」（
ク
ラ
ヴ
ァ
ル 1975: 

78

）
と
い
っ
た
自
然
と
人
間
の
関
係
性
に
要
約
さ
れ
る
）
に
相
当
す
る

が
、
人
間
に
よ
る
環
境
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
社
会

全
体
の
利
益
の
た
め
に
」
行
い
う
る
と
い
う
社
会
主
義
社
会
の
優
位
性

を
説
く
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
環
境
可
能
論
」
の
代

表
的
地
理
学
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ラ
ー

シ
ュ
は
、「
生
活
様
式
」
と
い
う
概
念
を
加
え
る
こ
と
で
環
境
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
お
け
る
人
文
的
差
異
を
勘
案
し
て
い
た
と
い
う
点
で
当
時
の

ソ
連
地
理
学
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
（
杉
浦 2005: 7-8

）。
戦
後

ス
タ
ー
リ
ン
期
の
ソ
連
で
も
、
た
と
え
ば
、
シ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ポ
リ
の
グ

テ
ィ
リ
と
い
う
地
理
学
者
が
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
改
造
さ
れ
た
「
文

化
景
観
」
を
研
究
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
人
間
の
差
異
に
係
る
人
文
的
要
素
に
関
す
る
言
及
は
な
い
（Гуты

рь 
1951: 184

）。

＊
５　

一
例
で
あ
る
が
、
一
九
四
七
年
、
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
「
第
一
次
五
ヵ

年
計
画
が
始
ま
っ
て
よ
う
や
く
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
地
理
学
方
法
論
の
観
念
論

的
本
質
が
暴
き
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
弁
証
法
的
唯
物
論
手
法
に
基
づ
い

た
新
た
な
科
学
的
メ
ソ
ッ
ド
が
生
み
出
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
と
い
う

（Shaw
 &

 O
ldenfield 2008: 1404

）。

＊
６　

前
述
し
た
と
お
り
、グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
、経
済
地
理
に
つ
い
て
も「
社

会
・
経
済
的
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、

人
文
地
理
学
の
観
点
か
ら
こ
の
概
念
が
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

た
と
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
で
の
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設

置
な
ど
（Sievers 2003

）、
こ
こ
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
理
が

前
面
に
出
さ
れ
、
擬
似
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
形
成
の
た
め

の
制
度
構
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
は

共
和
国
別
の
地
理
学
啓
蒙
書
の
刊
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ニ
ッ

チ
ャ
ク
ン
（2003
）
は
、
領
域
画
定
技
術
（
つ
ま
り
、
地
理
学
や
地

図
学
）
が
国
民
概
念
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ッ
ド
）
を
空
間
的
に
創
造
し

た
と
い
う
こ
と
を
、
タ
イ
を
例
と
し
て
論
じ
て
い
る 

。
ソ
連
で
も

各
民
族
共
和
国
の
地
理
学
者
に
よ
る
活
動
を
中
心
に
同
様
の
傾
向
が

存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
の
旧
ソ
連
諸
国
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ッ

ド
の
創
造
に
寄
与
し
た
と
い
い
う
る
。
こ
の
帝
国
の
中
核
と
周
縁
の

地
理
学
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

他
方
、「
自
然
改
造
計
画
」
は
共
産
主
義
建
設
の
前
提
条
件
と
な

る
地
域
間
経
済
格
差
の
縮
小
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、「
普
遍
主
義
」

に
訴
え
る
も
の
だ
っ
た
と
い
い
う
る
。
実
際
に
、
主
要
ト
ル
ク
メ
ン

運
河
建
設
な
ど
「
偉
大
な
る
共
産
主
義
の
建
設
事
業
」
で
は
「
全
人

0

0

民
的

0

0

建
設
事
業
（всенародная стройка

）」
と
い
っ
た
パ
ト
リ
オ

テ
ィ
ッ
ク
な
レ
ト
リ
ッ
ク
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
レ
ト
リ
ッ
ク
、
そ
の
内
実
を
支
え
た
ソ
連
地
理
学
は
、
民
族
や
民

族
領
域
の
境
界
を
超
え
た
ソ
連
帝
国
の
一
体
性
に
正
統
性
を
付
与
す

る
も
の
だ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ソ
連

地
理
学
は
、
異
な
る
「
景
域
」
に
跨
る
領
域
に
自
然
改
造
を
施
す
こ

と
で
、
帝
国
周
縁
地
域
の
産
業
構
造
の
変
革
を
促
す
こ
と
へ
の
理
論

的
基
礎
を
も
与
え
た
こ
と
に
な
り
、
帝
国
周
縁
へ
の
経
済
的
な

0

0

0

0

浸
潤

手
段
と
し
て
の
地
理
学
と
い
う
役
割
も
存
分
に
果
た
し
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
ル
イ

セ
ン
コ
ら
の
農
学
理
論
に
つ
い
て
、
景
観
地
理
学
者
を
中
心
に
完
全

な
迎
合
は
回
避
し
、
学
問
と
し
て
の
自
律
性
は
固
守
し
た
。

ソ
連
地
理
学
が
「
民
族
領
域
」
の
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、

ソ
ヴ
ナ
ル
ホ
ー
ズ
改
革
に
経
済
地
理
学
者
が
参
画
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、

一
時
は
下
火
に
な
っ
た
「
自
然
改
造
」
概
念
は
、
ソ
連
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
地
理
学
研
究
所
の
ゲ
ラ
シ
モ
フ
所
長
の
下
で
根
強
く
残
り

（Богучарсков 2006: 482

）、
民
族
領
域
を
大
き
く
超
え
る
領
域
に

作
用
す
る
「
シ
ベ
リ
ア
河
川
転
流
計
画
」
な
ど
大
規
模
事
業
が
ソ
連

地
理
学
の
支
援
の
下
で
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ゲ
ラ
シ
モ
フ
ら

「
構
築
地
理
学
（конструктивная географ

ия

）」
派
に
よ
る
「
計

画
的
な
自
然
改
造
」
の
探
求
、
そ
の
経
済
地
理
学
と
の
関
係
性
も
今

後
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

◉
付
記

　
　
　

本
稿
は
、
日
露
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
若
手
研
究
者
等
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
（
二
〇
〇
五
年
度
）
及
び
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
鈴
川
・

中
村
基
金
奨
励
研
究
員
制
度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
助
成
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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